
紹

介
マ

シ

ュ

ー

「商

事

裁

判

所

の

裁

判

手

続
」

〔
A

・
D

・

コ

ー

ル

マ

ソ

改

訂

〕

重

田

晴

生

マ シュー 「商事裁 判所 の裁 判手続」

一

裁
判

の
簡

易

・
迅
速

な
解
決

は
、

ひ
ろ
く
訴
訟

制
度

一
般

に
共

通
す

る
課
題

で
あ

る
。

な

か
で
も
、

商
業

活

動
か
ら
発
生
す

る
紛
争

の
場
合
、

こ
う

し
た
要
請

は
最
高

に
尊
重

さ
れ

る
必

要
が
あ

る
。
と

こ
ろ
が
、
商
業

社
会

の
特
殊
な
秩
序

や
慣

習

は
、

と

か
く
裁
判

官
や
陪
審

の
な
じ
ま

ぬ
と

こ
ろ
が

多

い
た
め
、

と
も

す
れ
ば
訴
訟

遅
滞

を
招
ぎ
、

ま

た
時

と
し

て
審

理

の
衡

平
が
失

せ
ら
れ
る

こ
と
も

ま
れ

で
は

な

い
。

こ

の
占
…、

フ
ラ

ソ

♂

ス
、

ド

イ

ツ
を

は
じ
め

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国

の
法
制

に
お

い
て
は
、
特

に
商

事

々
件
を
審

理
す

る
特
別

の
商
事
裁
判
制

度

(
独
立

の
商
事

裁
判
所
な

い

し
商
事

裁
判
部
)
が
設
け

ら
れ

、商

事
問
題

に
精

通

し
た
裁
判

官

の
専
轄
審

理

に
よ
る
商

事
紛
争

の
迅
速

・
簡
便

な
処

理
が

立
法
的

に
配
慮

さ
れ

て

い

る

(
仏
商
法
第

六

一
五
条
以

下
、
独
裁
判
所
構

成
法
第

一
〇
五
条

一
項
)
。

こ
れ

に
対

し
、
イ
ギ

リ

ス
の
場
合

に
は
、

こ
う

し
た
特

別

の

商

事
目裁

判

所

と

い
う

も

の
は
な
く
、
そ

こ
に
お

い
て

い
わ
ゆ

る

「
商

事

裁

判

所
」

(
O
O
5P
5
P
Φ
同
O
一鋤
一
〇
〇
鐸
H
叶
)
と
通
称

さ
れ
る
も

の
は
、
実

は
、
一
八
九

五
年
以

降
高
等

法
院
女

王
座
部

の
裁
判

宮
が
与

る
商

事

々
件
表

(
8

ヨ
臼
。
零

一巴

躍
磐

o
h
$

話

Φ
。。
)

の
こ
と
を
指

し
、

し
か
も
、

ご
く
最
近

ま
で
ー

一
九

七

〇
年

の
司
法
法

(
〉
瓜
ヨ
ぢ
一ω
貫
PD
鉱
O
⇔

O
h

}
信
ω
酢
帥o
O

>
o
酔
一
〇
¶
O
)

が
、

商
事

裁
判
所

を
既
存

の
海
事
裁
判
所

と
並
ぶ
女

王
座
部

の

一
裁
判

部

と
し

て
制
定
法

上

の
地
位

を
付
与

し
、

高
等
法
院

の
陪
席

判
事

が
商
事

々

件
表

に
登

録
さ
れ
た
商
事

々
件

の
審
理

に
当

る
旨
を
明

文
化

す

る

ま

で

ー

そ
れ

は
、
単

に
訴
訟
法

上

の
意
義

で

の
女

王
座
部

の

一
法
廷

を
指

す

も

の
で
し

か
な

か

っ
た
。
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と

こ
ろ
で
、

イ
ギ

リ

ス

の
司

法
裁
判
所

に
商
事

々
件
が

発
場

し
て
く
る

の
は
、

一
八
世

紀
を
迎

え

て
か
ら

の
こ
と
で
あ

る
。

巾
世

に
あ

っ
て
は
、

商
人
間

の
紛
争

は
多
分

に
自
治
的

な
各
種

の
地
方
裁

判
所

(
た

と
、兄
ば
市

場

裁
判
所
、
宿

場
裁
判
所
、

埃
足
裁
判
所
、

海
港
裁
判
所

な
ど
)

に
お

い

て
、

ロ
ー

・
マ
ー

チ

ャ
ソ
ト

の
定

め
に
則

り
即

決
的

に
処

理
さ
れ

て

い
た

が

、
後

に
そ
れ
ら

は
、
司
法

の
中

央

集

権

化

や

コ
モ
ソ

.
ロ
ー

の
獅
子

O
o
ぽ
o
卿

の
時
代

を
経

て
早

々
に
衰
頽

し
、代

っ
て
、普

通

法
裁
判
所

や
海

事
高
等

法
院
が
急
速

に
そ

の
管
轄
権

を
伸

長
さ

せ
た
。
続

い
て

一
八
世

紀

の
中
葉

に
は
、
商
法

の
開

祖

竃
p
コ
ω
は
巴
創

卿

の
手

で
近
代
的

な

「
商
事

法
」

の
体
系
化
が

す
す

め
ら
れ

、

こ
の
体

制

は

一
九
世
紀

に
入

っ
て
以
後

も
な

お
継
続

さ
れ

る
に
至
る
が

、

一
方
徐

々
に
法
改
革

に
対

す

る
リ

ア
ク

シ

ョ
ソ
が
現

わ
れ
、

こ
れ
が

ま

た
訴
訟

手
続
規
定

の
厳

格
的
適
用

を
誘

っ

て
、
次
第

に
裁
判
遅

延

と
訴
訟
費

用
高
騰
化

の
現
象

を
生

み
、
特

に
紛
争

の

即
決

を
欲
す

る
商
業

界
を
中

心

に
裁
判
所
不
信

の
傾
向
を
も

た
ら

し
た
。

そ
し

て
、

こ
の
よ
う
な
事
態
が

極
限

に
達

し
た

一
九
世
紀

後
半
頃
、

よ
う

や
く
商
事
裁
判
制

度
改
革

の
声

が

上
が

り
、

つ
い
に
は

こ
れ
が

一
八
九
四

年

の
女

王
座
部

裁
判
官
会
議

の
改
革
案
決
議

に
結
実

さ
れ
る

の
で
あ

る
。

本

書

(〉
.
∪
.
0
9
ヨ
p
ジ

7
富
9

。
蔑

ω
℃
建

o
什
一8

。
h
9

Φ

O
o
ヨ
,

日
2

6
芭

0
8

「
榊
し

8
黒

b。
①
α
・)
曽
しd
三

叶
Φ
毫

9

些
。。
)
は
、
.」
う

し
た

意

味
と
沿
革

と
を
も

つ
イ
ギ

リ

ス
の

「
商
事
裁
判
所

」

の
生
成

と
裁
判
手

続

に

つ
い
て
、
商
事

裁
判
所

の
誕
生
七
年
後

に
、
初

代

の
商
事

裁
判
官

で

あ

り

、
ま
た
、
「
O
o
ヨ
ヨ
Φ
容

一巴

O
器
Φ

"
Φ
娼
o
同
叶
」

第

一
巻

の
編
者

で

も
あ

る

ζ

さ

ζ

讐
ゴ
o
屯

(
後

に

ピ
o
乙

冒
ω
ユ
8

窯
讐

ご
o
謂
)
が
著

し
た
も

の
を

、

一
九

六
七
年
、
法

廷
弁
護
士

〉
嘗

げ
o
P
団

∪
・
O
o
一
ヨ
pD
昌

が

、
初
版
以
後

の
手
続
面

で

の
諸
改

正

(
特

に
、

一
九
六

二
年

の
商
事

裁

判
所
利

用
者
会
議

報
告
、

お
よ
び

こ
れ
を
う

け
た

一
九
六
四
年

の
最

高
法

院
規
則
七

二

の
新
規
定

な
ど
)

と
新
判

例
を
加

え
、

ア

ッ
プ

・
ツ
ー

.
デ

イ

ト
な
内

容

に
纒

め
上
げ

た
も

の
で
あ

る
。

本
書

の
構
成

は
、
十
章

に
分

け
ら
れ

た
本
論

と
具
体

的
な
手
続

上

の

フ

ォ
ー

ム
、

ド
ラ

フ
ト
、

お
よ
び
最
高
法
院

規
則
を
例
示
す

る
付
録

、
索
引

(
こ
の
部

分
が
計

五
十
余
頁

を
占

め
る
)
と
が
、
全

=
二
〇
頁

の
中

に
収

め
ら
れ
、

こ

の
点

で

は
概
説
書

の
域

を

で
る
も

の
で

は
な

い
が
、

し
か

し

そ

の
豊
富
な
実
務

経
験

に
裏
打

ち
さ
れ

た
解
説

は
、
簡
潔
な
中

に
も

比
較

的

内
容
緻
密

で
あ

っ
て
、
著

者
が
序
文

で
も

い
う

よ
う

に
直
接
商
事

裁
判

実

務

に
携

わ
る
者

か
ら
広
く
法
曹
家

を
対
象

と
し
て
書

か
れ

て
お
り
、

こ

の
分
野

で

の
稀

少
な
参

考
書

の

一
つ
と

い
え
る
。

二

本
論

は
十
章

か
ら
成

る
。

第

一
章

は
、
商
事

裁
判
所

の
誕

生

に
つ

い

て
触

れ

る
が
、

そ

の
表
題

か
ら
も
窺
知
さ
れ

る

よ
う

に
、
裁
判
手
続

面

に

ス
ペ
ー

ス
が
割

か
れ

る
本
書

の
場
合
、

こ
の
部

分

の
叙
述

は
極

め
て
大
雑

把

で
あ

り
、

こ
の
点

は
第

二

・
第

三
章

に
関

し
て
も
同
様

で
あ

る
。

ま
ず

本
書

の
記
述

は
、

一
八
七

四
年

{
月

の

言

&
。
p
ε

同
o

O
o
ヨ
,

ヨ
δ
ω
一8

の
第

三
次

報
告
書

お
よ
び

こ
れ

に
対

す
る
反
応
を
示

し
、

一
九

世
紀

後
半
期

の
裁
判
機

構

に
関

す
る
法
改
革

の
胎
動

に
触

れ

る
。
以

下

に

こ
の

一
連

の
流
れ

を
追

え
ば
、

一
九
世
紀

の
半

途
頃
か
ら
顕
著

に
な

っ
た

裁

判
遅
延

と
訴
訟
費
用

の
高

騰
化

は
、
商
業
界

の
不
満
を
募

り
、
す

で

に
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マ シュー 「商事裁 判所 の裁 判手続」

当
時

の
商
人

は
、
予

て
よ
リ

ス
ピ
ー
デ

ィ
な
紛
争
処

理

で
名
を
売

る

「
仲

裁

制
度

」

の
利
用

に
走

る
傾
向

に
あ

っ
た
。

こ
の
た
め
、

{
八
六
九
年

か

ら

一
八
七
四
年

に
か
け
て
裁

判
所
機
構
委

員
会
が
設
け

ら
れ
、
商
業
界

の

愁
訴

を
も
う

け

て
商
事
裁
判
制

度

の
改
革

に
取

り
組

ん
だ
が

、
格
別

な
成

果

を
収

め
・兄
ず
、

わ
ず

か
に
商
事

々
件

の
審

理
に
あ

た
り
、

そ

の
技

術
的

.
実
務

的

闇
題

に

つ
い
て
裁
判

官
を
助
言
す

る
商
事
補

佐

人

(σ
二
。。
ヨ
。
ω
ω

帥
の
器
ω
。。
o
門
)

の
陪
席

を
勧
告

し

た
に
と
ど

ま

っ
た
。

そ

の
後
、

一
八
九

一
年

に

』
戸
象
。
碧

ξ

o
P

8

島
o
昌

O
窪

。・
①
ω
〕
>
9

が

制
定

さ
れ
、

一
八
七

三
年

以
降

閉
鎖
さ
れ

て

い
た

ロ
ソ
ド

ソ
市

庁
舎
法

廷

(
O
d
F一一
ユ
プ
帥
一
一)

が
再

開
さ
れ

た
が
、
商
事
界

に
対

す

る
裁
判
所

の
信

頼

は

一
向

に
回
復

の
兆
を

み
せ
ず
、
事

態

は

一
層
深

刻
化

し
た
。

こ
う

し

た
中

で
、

一
八
九

二
年

二
月

に
開

か
れ
た
法
廷

・
事

務
弁
護

士
合
同

委
貝

会

は
、
特

に

ロ
ソ
ド

ソ
、

ミ
ド

ル
サ

ッ
ク
の
商
事
訴
訟

を
登
録
す

る
独
立

の
事

件
表

の
発
行

を
勧
告

し
、

続

い
て
同
年

八
月

に
は
、
女
王
座
部

の
裁

判
官
会

議

に
お

い
て
訴
訟
手
続

の
諸
改

正
と
特
別

の
商
事

々
件
表

(
8

ヨ
■

ヨ
①
触
島
巴

一一馨
)

の
発
行

を
勧
告

す
る
決
議
案
が
可
決

さ
れ

た
が

、

い
ず

れ

も

O
o
ぽ
ユ
鉱
σq
o
卿

の
強

い
反
対

に
あ

っ
て
保
留

と
さ
れ

た
。

し

か
し

そ

の
後

、

一
八
九
四
年

五
月

二
十
四
日

の
同
裁
判

官
会
議

は
、
再

度
商
事

裁

判
所

設
置

に
関
す

る
規
則
を
検

討

し
、
同
年
十
月

二
十

四
H

の
会

合

で

は
、

こ

の
問
題

を
本
格
的

に
審

議
す

べ
く
、
規
則
制
定
委

員
会
を
設

け
、

翌
年

一
月
十

一
日

の
会
議

で
は
、
同
委
員
会

か
ら
報
告

の
あ

っ
た
、
商
事

々
件
を

専
轄
す

る
判

事

の
任
命

と
特
別

の
商
事

々
件
表

の
作

成

に
関
す

る

勧
告

を
審

議
し
、

こ
れ

を
承
認

し
た
。

そ

し
て
こ
れ

を
基

礎

に
、
翌
年

二

月
、
「
商
事
訴
訟
原
因

に
関
す
る
規
則
」
が
告
示
さ
れ
、
併

せ
て
、
竃
馨
`

ゴ
Φ
毛

判
事
を
商
事
裁
判
官
に
任
命
し
て
、
こ
こ
に
現
代
的
な
装

い
の
「
商

事
裁
判
所
」
が
誕
生
す
る
に
至

っ
た
。

第
二
章
は
、

一
八
九
五
年

二
月

の
商
事
訴
訟
原
因
に
関
す
る
告
示
の
各

号

(
全
十
二
号
)
と
既
存

の
最
高
法
院
の
訴
訟
手
続
規
響

あ

関
連
を
説

き
、
同
告
示
が
、
決

し
て
従
来

の
規
則
を
廃
棄
し
て
、
新

た
な
手
続
方
法

を
創
造
す
る
も
の
で
は
な
い
点
を
説
明
す
る
。

第

三
章

は
、

暑

ロ
Φ
ヨ

8

葺

と
題

し
、

商
事
裁
判
所

の
変

容
を
、

一
九

六
二
年

の
商
事
裁

判
所
利
用

者
会

議
報
告

を
中

心

に
、
初

期

の
実

務

の
問
題
点

か
ら

現
行

の
最

高
法
院
規
則

七

二
の
制
定

に
至
る
経

過

に

つ
い

て
概
観
す

る
。
商
事
裁
判

所

は
、
そ

の
初
代
裁
判

官

窯
ゆ
夢

Φ
毛

の
奮
闘

も

一
助

し

て
、
当
初
極

め

て
円
滑

に
機

能
し
、
仇
敵

の
仲
裁
制
度
と
比
肩

し

て
ほ
ぼ
商
業
界

の
期
待

に
応
え

て

い
た
。

ま

た

一
方

で
は
、

一
九

=

年

七
月

お
よ
び

一
九

二
九
年

十

一
月

の
各
告

示
、

一
九

二
〇
年

二
月

お

よ
び

一
九

二
七
年

十
月

の

℃
這

。
ユ
8

賭
。
9

な
ど

、
歴
代

の
各
裁
判
官

を
中
心

に
流
動
的

な
商
業
界

の
動
静

に
適
合

さ
す
べ
く
制
度

の
改
善

も
怠
ら
れ

な

か

っ
た
。
と
く

に
、
一
九

四
五
～

六
年

頃

か
ら
再

び
商
事

々
件
数

の
下
降
が

顕

著
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、

一
九

六
〇
年

十

一
月

十

一
日
、
大
法

官

内
苧

ヨ
蛋
騨

の
招

集
を
う

け

て
、
異

例

の
商
事
裁
判
所

利
用
者
会
議

(6
。
ヨ
甲

o
N
6
圃巴

O
o
9
二

d
ω
Φ
同
、乙α
∩
o
コ
暁⑦
「
o
コ
〔
Φ
)
が
開

か
れ

、
商
事

裁
判
所

の

機

能
が
精
査
さ
れ

た
結
果
、

い
く

つ
か
の
改
革

点
が
答
申

さ
れ

た

(
一
鴇
悼

O
臼
昌
α

一
①
δ
)
。

そ

し
て
こ
れ
を
基

に
、

一
九

六

二
年

二
月

、

7
訂
αq
帥
ξ

商
事
裁
判
官

に
よ
り
裁

判
手
続
簡
易
化

の
た
め

の

層
茜

o
江
8

U
騨
Φ
9
学

(213)121
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。
昌

が
発

せ
ら
れ

(
ロ
8
巴

ω
〉
コ

国
菊

㎝
賠
)
、
ま

た
同
会
議

の
改
革
案

の

趣

旨

は
、

一
九

六
四
年

の
最
高
法
院
規
則

七

二

(
戸

し。
・ρ

O
H
島
①
同
鳶

)

-

以
下
規
則

七

二
と

い
う
ー

の
諸
規

定

に
体

現
さ

れ
た
。

第
四
章
以
下

の
各

章

は
商
事
裁
判

所

の
現
行
手
続

を
解
説
す

る
。

以

下

に
は
そ

の
要

点
を
摘
記

し
、
商
事

裁
判
実
務

の
骨
格

を
紹
介

す

る
に
と
ど

め
る
。

ま
ず
第

四
章

は
、
商
事

々
件

を
定
義

す

る
。

商
事

々
件

に

つ

い
て

は
・

一
八
九
五

年

の

「
商
事
訴
訟
原
因

に
関
す

る
告
示
」

第

一
号
が

、

「
商

人
お

よ
び
貿
易
業

者

の
標
準
的
取
引

か
ら
生
ず

る
原
因
、
特

に
商
事

書

類

の
解
釈

・
商
品

の
輸
出
入

・
運
送
契
約

・
保
険

.
銀
行

.
商
事

代

理

.
商
慣

習
を
含
む
」

と

し
、
規

則
七

二
第

一
条

二
項

に
も
同

趣
旨

の
定

義

が
あ

る
が

、

い
ず
れ
も
網

羅
的

で
は
な
く
、
実

際

に
は
、
商
事
裁
判

官

に

そ

の
判

断

と
事
件

の
移
送

に
関
す
る
裁
量
権
が

あ
り
、

こ

の
決

定

に
不
服

の
当
事
者

に
は
控
訴
院

に
対

す

る
申
立

の
道

が
開

か
れ

て
い
る
。

な

お
、

そ

の
実
際

の
範

囲

は

「
O
o
ヨ
ヨ
o
H
9
巴

9

ω
Φ

園
Φ
や
o
『
叶」

お
よ
び

「
=

()剰
α
、の

園
Φ
℃
o
二
」

の
索
引
項
目

で

ほ
ぼ
明
確

に
な
る
。

第

五
章

は
、
訴

訟

の
開
始

に
あ

た
る
召
喚

状

(ω
¢
言
HP
O
嵩
ω
)
を
扱

う
。

こ
こ
で
は
、
特

に

ロ
ソ
ド

ソ
の
中
央
事
務

局

お
よ
び

一
定

の
地
方

登
録
所

(
ピ
貯
Φ
6

。
。
ピ
寓

飴
口
。
げ
Φ
ω
9

目
)
、
か
ら
発
給

さ
れ

る
召
喚
状

が
そ

の
書

式
か
ら
自
動
的

に
商
事

々
件
表

に
登
録
さ
れ

る

こ
と
、

お
よ
び

か
か
る
召

喚
状

の
発
給

に

つ
い
て
は
裁
判
官

に
申
請

が

で
き
る

ほ
か
、
商
事

々
件
表

へ
の
登
録

を
不
適

と
さ
れ

た
も

の
に
は
、

女

王
座
部
主
事

(
日
帥
馨
O
同
)

の
審

理
を
う
け

る
べ
く
申
請

の
延
長
が
許
さ
れ

る
点
が
指
摘

さ
れ

る
。

ま

た
、
訴

訟
開
始

令
状

(
o
ユ
σq
言
讐

ヨ

αq
雲

ヨ
ヨ
8

ω
)
の
利

用
が

効
果
的

な

場

合
、
原
告

が
即
決
裁
判

を
望
む
場
合

の
申
請
手
続

に
も
触

れ

る
。

第

六
章

は
、
商
事

々
件
表

へ
の
移

送

に
関

し
、

そ

の
申

請
時
期
、
申

請

が

受
理
さ
れ

る
場
合

、
費
用
、

お

よ
び
大
法
官
部

.
地
方

発
録
所

か
ら

の

移

送
、

の
各
点

を
解
説
す

る
。
事

件
が

商
事

々
件

表

に
お

い
て
開
始
さ
れ

な

い
場
合

、
当
事

考

は
事
件

を
商
事

々
件
表

へ
移

送
す
べ
く
申

請

(
帥
薯

,

=
o
讐

一〇
コ

暁
o
目
霞
餌
⇔
甑
①
H
)
が

で
き

る
。

申
請
時
期

に

つ
い
て
は
、

規

則

七

二
第

五
条

に

い
う
、原
則

の
ほ
か
実
務

上

の
例

外
が
あ

る
。
移

送
申
請

は
、
裁
判
官

(
裁
判
所

に

い
わ
ゆ

る

「
私

室
と
し

て
」

開
く
)
が
事
件

に

商
事
性

を
認
定

し
た
場

合

に
の
み
受
理
さ
れ
、

そ

の
決
定

に
対

す

る
不
服

申

立
も

こ

の
点

の
み
に
限

ら
れ
る
。

ま

た
、

一
八
九

五
年

の
告

示
第

二
号

お
よ
び
判

例

に
よ
り
大

法
官
部

か
ら
女

王
座
部

へ
の
移

送
が
認

め
ら
れ
、

ま

た
地
方

登
録
所

か
ら

の
移
送
申
請

に

つ
い
て
は
規
則
七

二
第

三
条

.
第

五
条
が
規

定
す

る
。

第

七
章

は
、

移
送

の
た
め

の
召

喚
状

と
指

図

の
た
め

の
召
喚

状

を
解
説

す

る
。
移

送
申
請

は
召
喚
状

に
よ
る
。

こ
の
召

喚
状

は
、
原
告

が
商
事

々

件
表

に
お

い
て
訴
訟

を
開

始

し
た
場
合

(
規
則
七

二
第

四
条
)

に
は
不
要

と
さ
れ

る
か
ら
、

指
図

の
た
め

の
召

喚
状

(ω
o
ヨ
ヨ
8

ω
ho
同

巳
器

9

一〇
,

5
ω
)

は
、

一
般

に
訴
答

の

終
結

時

の
書

面
交
換
後
ま

で

交
付

さ
れ

な

い

が
、
規
則

七

二
第

八
条

に
は
例
外
が

あ

る
。

ま
た
、
特
定

の
理
由

か
ら
事

件
が

商
事

々
件
表

で
開

始
さ
れ

な

い
場

合

は
、
移
送

の
た
め

の
正
式
召
喚

状

を
必
要

と

し
、
指
図

の
た
め

の
召

喚
状

の
形
式

を
と

っ
て
公
判
前

に
提

出
さ
れ
、

こ
の
場
合

に
、
当
事

者
が
事
件

の
移
送
を
合
意
す

る
と
き

は
召

喚
状

は
通
常
開

示

(
象
ω
o
o
<
o
H
《
)
後

ま
で
延
長
さ
れ

る
。

こ
の
ほ
か
、

122(214}
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商
事
裁

判
官

は
商
事

々
件
表

か
ら
事
件

を
除
去

す
る
権

限
を
有

す
る
。

第

八
章

は
、
訴
答

(
℃
一〇
餌
島
口
ぴq
ω
)

に

つ
い
て
、

訴

～答
な

し

の
審
理
、

主
張

.
答

弁

の
論
点
、
明
細
書

な

ど

に
論

及
す

る
。
商
事

訴
訟

の
場
合

、

訴

答
制
度

は
訴

訟
遅
延

と
訴
訟

費
用
高
騰
化

の
大
き

な
原
因

で
あ

っ
た
。

現
行

法

は
、
商
事

裁
判
官

・
地

方

登
録
官

に
訴

答

な
し

の
審
理
を
行

な
う

に

つ
い
て

の
裁

量
権
を
付
与
す

る

ほ
か
、
当
事

者

に
争
点

に
関
す

る
合

意

陳
述

の
準
備
を
命

じ
、
ま

た
自

ら
そ

の
点
を
確

定
す

る
権
限

を
認

め
る
。

ま

た
訴
答

は
簡
潔
を
旨

と
し
、

現

在

は
、

「
o
一緊

ω
o
h
o
一巴
ヨ

お
よ
び

娼
o
印

房

o
h
篇
Φ
hΦ
昌
8

の
記

載

と

い
う
形
式
が

と
ら

れ

(
規
則

七

二
第

七
条

一
項
)
、

そ

の
手
交
期
間

が

命
ぜ

ら
れ

て

い
る
。

な

お
、

↓
定

の
場

合

に
は
明
細
書

(
り
p
『
二
〇
三

母

ω
)

が
命
ぜ

ら
れ

る
。

第

九
章

は
、

証
拠

(
①
<
一
良
Φ
一]、O
O
)

に
関
し

て
説

明
す

る
。

一
八
九
五

年

の
告

示
第

六
号

は
、
別
段

裁
判
所

に
証
拠
手
続

に
関
す

る
権

限
を
付

与

し
な

か

っ
た
。

こ
の
点
、
現
行

規
則

三
八
第

二

・
第

三
条

は
、
証
拠
手
続

の
段
階

で
時
間

と
費
川

の
節
約

を
目

し
種

々
の
権
限

を
認

め

る
。
ま

た
、

商
事
裁

判
所

の
実

務
上
、
証
拠

に
関

し

て
命
令
が

な
さ
れ

る
場
合

は
、
事

実

承
認

、
予
備
的
法
律

問
題
、
略

式
証
明

な
ど

に
対

し
て
で
あ

り
、

こ
れ

ら

に

つ
い
て
具
体
的

な
判

例
が
列

挙
さ
れ

る
。

こ
の
ほ
か
、
海
外

の
証
人

調

べ
に

つ
い
て
は
実
務

上
特
別

の
手
続
が
採
用

さ
れ
、

ま
た
、
訴
訟
当
事

者

は
諸
種

の
証
拠

手
続

の
無
駄

を
省

く
べ
く
弁
護

士
が
塗
備

し
た
書
面

目

録

の
交
換
を
行

な
う
。

第
十

章

は
、
審

理

(冨

霞

ヨ
㈹
)

に
関
す

る
。
公
判

の
日
時

は
当
事
者

の
申
請

に
も

と
づ

き
商
事

々
件
表

と
の
兼

ね
合

い
で
決
定

さ
れ
、
直

ち
に

こ
れ
が
大
法

官
庁

で
商
事

々
件
表

に
記

載
さ
れ

る
。

ま
た
訴

訟
費
用

の
算

定

に

つ
い
て
は
、
規
則

六
五
第

二
七
条
十

二
項

に
規
定
が
あ

る

ほ
か
、

一

九

五
九
年

し∩
三
〕
憎
o
彗
o

O
o
霞

一
∩
o
。・
畠

満
ニ
ド
ω

に
細

則
が
あ

る
。
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